
阪上民枝さん

栗原幸二さん

特 集

各
ペ
ー
ジ
下
に
も

町
の
み
ん
な
か
ら

ひ
と
コ
ト
！

No.83

３月定例会

埼
玉
県
小
川
町
議
会

2 0 1 7
春  号

表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
「
透
か
し
入
り
和
紙
（
麻
の
葉
）」
で
す
。

ほ
か
に
、
松
や
青せ

い

海が
い

波は

（
同
心
半
円
の
波
形
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
入
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
日
か
ら
楽
し
い
幼
稚
園
！ 

た
く
さ
ん
友
達
が
で
き
る
と
い
い
ね

奨励賞受賞  

わたしのひとコト「だから小川が好き」

遊休地を活かし

て楽しい農業に

チャレンジ

整備された親水

公園や遊歩道を

安心して利用し

ています

Ｐ．19 Ｐ．18

Ｐ．12

Ｐ．２

応募総数

291
議会広報
全国コンクールで

10人が登壇
一般質問に

議員のつぶやきにも注目

10項目を改善

子育て拠点整備

守りの予算
議会の期待と注目は

Ｐ．4
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健診と療育スペースの確保
（敷地内に増設）

相談室等の仕切りを改修

軒下等を利用した交流空間の創出

空調と電気設備の改修

トイレの洋式化

授乳室の設置
簡易厨房の設置

太陽光発電の設置

エレベーターの設置

ワンストップ総合窓口の設置
※関連写真はイメージです

少産少子化対策・定住促進につなぐ　子育て支援のワンストップ化に期待

平成29年度、国の地方創生拠点整備交付金１を最大限活用し、現・子育て支援センター

（角山133番地・栄町）において、以下10項目の整備が進みます。これまで役場や福祉

センター等に点在していた各種申請手続や、乳幼児健診等の事業が集約され、子育ての

ワンストップサービスによる支援の提供が可能になります。

（仮）小川町子ども子育て総合センター
町民会館を「リリックおがわ」・総合福祉センターを「パトリアおがわ」というように、

今施設も完成後には愛称？通称？がつけられるとのことです。

子育て支援の 拠点施設を整備へ

集特

工
事
中
の
安
全
確
保

Ｑ
建
設
車
両
等
の
出
入
り
も
多

く
予
想
さ
れ
る
の
で
、
的
確
な
安

全
対
策
を
。
ま
た
、
利
用
者
や
近

隣
住
民
へ
の
配
慮
は
。

Ａ
工
期
中
に
、
例
え
ば
小
さ
な

お
子
様
が
重
機
を
見
上
げ
て
い
る

中
で
事
故
が
起
き
た
と
も
な
れ
ば
、

何
の
た
め
に
施
設
を
つ
く
っ
た
の

だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
そ
う
い
っ
た
点
等
の
安
全
・

安
心
の
担
保
は
間
違
い
の
な
い
よ

う
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

方
々
も
含
め
て
、
お
知
ら
せ
等
、

漏
れ
の
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

工
期
の
厳
守

Ｑ
今
交
付
金
の
活
用
は
、
年
度

内
の
工
事
完
了
が
大
前
提
。
遅
延

が
な
い
よ
う
求
め
る
が
。

Ａ
他
課
に
所
属
し
て
い
る
建
築

設
計
に
明
る
い
職
員
２
人
を
、
子

育
て
支
援
課
で
兼
務
さ
せ
、
早
速
、

設
計
業
務
委
託
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
事
業
の
担
当

は
子
育
て
支
援
課
で
す
が
、
遅
れ

の
な
い
よ
う
全
庁
的
な
体
制
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

恵
ま
れ
た
立
地
環
境

Ｑ
施
設
の
近
く
に
は
公
園
が
あ

る
。
ま
た
、
川
が
流
れ
北
側
に
は

程
よ
い
高
さ
の
山
も
控
え
て
い
る
。

１
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
見
た
と
き
、

よ
り
充
実
し
た
子
育
て
支
援
施
策

の
展
開
を
可
能
に
す
る
環
境
が
あ

る
と
感
じ
る
が
、
活
用
は
。

Ａ
あ
く
ま
で
、
平
成
29
年
度
の

主
目
的
は
施
設
整
備
で
す
。
た
だ
、

大
き
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
整
備
後
は
子
育
て
の
環
境
づ

く
り
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

平成28年度
一般会計補正予算
国から得た拠点整備交付金を次

年度に繰り越し、実際の工事・

整備事業は平成29年度内に行

われます。

解説 地方創生拠点整備交付金１
国が後押しする地方創生に向け用意した新たな交付金。最大のポイントとして、ハード事業（公共建築物の改修
等）に使えること。これまでは、使途がソフト事業に限られていたものが多く、使い勝手の悪さが指摘されていた。
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農　

業

和　

紙

ユネスコ和紙ブランド推進
連携事業
新たな商品開発等。和紙サミットの開催。

小川和紙生
な り わ い

業支援の推進
生産力向上のための器具開発。研修奨励
補助金等。

議会 ブランド化に向けた取り組みと生
業となる手立てを。

町内産野菜のプロモーション
商標登録によるブランド化を目指す。ポ
スターやチラシによるＰＲ活動。

元気な農業応援総合補助金
研修生の受け入れ農家・生ごみ資源化施設
を利用した実証プラント等に対する補助。

議会 町内外消費拡大と認知度の向上、
農業に魅力と付加価値を。

早期不妊検査・治療費の
助成
検査⋯妻が43歳まで、15人を対象。

治療⋯妻が35歳未満で治療を開始した
３人を対象。

議会 対象人数と助成費の拡大、相談体
制の充実を。

学　

校

小・中学校トイレ洋式化
西中を除く全ての小・中学校の各階、職
員用に男女１基ずつを設置。

長期休業中に工事予定。

議会 工事中の児童生徒の安全確保と老
朽化した教育施設の改修整備を。

保　

健

経
済
建
設
常
任
委
員
会
は
こ
こ
に
期
待
！

Heisei 29th Initial budget

平成29年度 一般会計予算 88億6000万円　前年度比１億9500万円減

今後、新たな可燃ごみ処理施設の建設や東松山斎場の

改修等に係る負担金で、多額の支出が見込まれる中、

将来を見据え、昨年度以上の「選択と集中」によって、

編成された今予算。

そんな中にあっても、国が後押しする「地方創生」の

名のもと、「地域の資源を活かした」「安全で住みよい

まちづくり」につながる各種事業が展開されます。こ

こでは、各常任委員会の立場で注目・期待する取り組

みをご紹介します。

関
連
の
質
疑
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す

将来につなげる
守りの予算を可決

自　

治

新課・防災地域支援課が
始動
庁舎１階に相談・自治振興、２階で防災・
消防・防犯など住民の安全・安心対策に
取り組む。

議会 安全・安心対策はもちろん、自治
振興にも注力を。

総
務
常
任
委
員
会
は
こ
こ
に
期
待
！

防　

災

災害用資機材の購入
衛生用品・炊出し器具・可搬発電機等

自主防災組織（行政区）の資
機材購入費に補助
簡易トイレ・発電機・テント等

議会 さらなる自主防災組織の活動の充
実を。

※補助率２分の１
　上限20万円

入 歳入　 出 歳出

議
会
は
こ
こ
に
注
目
！

入町税の増収
平成28年度収入見込みから、3272万円の増
を見込む。税務課納税グループの活躍に期待。

入財政調整基金（預金）の取り崩
しを抑制
当初予算では、５億7000万円のうち、３億
2000万円を充当。近年では、おおむね６億円
の預金をほぼ全額取り崩していた。

出次世代につながる子供子育て
分野に予算を集中
早期不妊検査・治療費の助成、小学校就学支援
助成金、第３子以降の小中学生給食費と保育料
の無償化、子育て支援アプリの充実、奨学金制
度の充実、等

出国や県の補助金等を利活用
増減はあるものの、地方創生関連事業分を主に、
選択と集中による各種事業に伴った補助金の獲
得と活用。

入補助金に依存する事業展開
町単独予算での独自・新規事業はごくわずか。
地方創生関連の交付金も残り３年。その後の事
業の継続・展開が心配。

出財政の硬直化と社会保障関
　連経費の増大
財政の弾力性を示す経常収支比率は、90.9％。
人口減少と高齢化※の進行が影響。

評

※人口減少⋯ピーク時の平成８年１月末＝３万8570人から
　　　　　　平成29年３月末＝３万982人に減少
　高齢化率⋯平成29年３月末＝33.8％

価

課 題

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
は
こ
こ
に
期
待
！

 議会 議会の考え方・要望等



Heisei 29th Initial budget Question

のこと
これが予算書

「小川町のおすすめ
　　　　　スポット」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（Ａ・Ｉさん・15歳）

東上線と八高線
が交差する踏切。

（S・Sさん・23歳）

栃本観音堂の怖～い
閻魔王像。
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Ａ
県
事
業
で
は
、
歩
数
に
よ
っ
て

ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

り
ご
褒
美
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
、
抽
選

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

健
康
事
業
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で

独
自
の
ポ
イ
ン
ト
を
準
備
し
、
抽
選

に
限
ら
ず
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

こ
と
等
も
考
え
て
い
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

Ｑ
今
後
、
事
業
の
方
向
性
は
。

Ａ
委
託
し
て
い
る
業
者
か
ら
衛
生

面
の
課
題
と
し
て
、
配
食
器
の
見
直

し
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

使
い
切
り
の
パ
ッ
ク
に
す
る
こ
と
を

検
討
し
、
こ
れ
ま
で
の
﹁
届
け
る
・

回
収
﹂
と
い
っ
た
２
回
の
訪
問
か
ら
、

１
回
に
な
る
の
で
単
価
も
下
げ
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
協
力
が
カ
ギ　
　
　
　

放
課
後
子
供
教
室
の
開
設

Ｑ
新
年
度
中
に
開
設
予
定
の
放
課

後
子
供
教
室
２
だ
が
、
開
設
に
向
け

た
取
り
組
み
等
は
。

Ａ
新
年
度
、
大
河
小
に
開
設
し
ま

す
。
４
月
広
報
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
募
集
を
始
め
、
６
月
に
児

童
の
募
集
、
７
月
に
説
明
会
を
経
て
、

９
月
の
開
設
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

当
面
は
平
日
週
１
回
の
放
課
後
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

広
域
で
の
観
光
連
携

Ｑ
２
町
１
村
︵
小
川
町
・
寄
居
町
・

東
秩
父
村
︶
に
よ
る
広
域
で
の
観
光
連

携
が
始
ま
っ
た
が
、
先
の
和
光
市
と
の

連
携
も
含
め
て
、新
年
度
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
２
町
１
村
で
特
徴
的
な
も
の
を

出
し
合
っ
た
コ
ー
ス
づ
く
り
を
予
定

し
、
和
光
市
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、

宿
泊
学
習
や
社
会
科
見
学
等
で
受
け

入
れ
が
可
能
か
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
和
光
市
に
社
会
科
見
学
等
で

第
一
に
考
え
、
教
育
活
動
に
支
障
の

な
い
よ
う
進
め
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

Ｑ
議
会
が
提
出
し
た
要
望
書
の
中

で
、
人
員
配
置
へ
の
財
政
措
置
等
を

求
め
た
が
。

Ａ
正
職
員
1
名
分
を
追
加
・
確
保

す
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
委
員
の

配
置
と
育
成
等
に
取
り
組
み
、
組
織

体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
従
来

の
各
事
業
や
予
算
前
に
限
っ
た
連
絡

調
整
会
議
を
、
今
後
は
定
期
的
に
開

き
、
計
画
的
な
事
業
の
進
捗
を
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

Ｑ
県
が
主
導
す
る
事
業
に
参
加
し

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
取
り
組
み

に
工
夫
は
。

早
期
の
対
応
が
カ
ギ　
　
　
　

　
　

認
知
症
対
策
に
期
待

Ｑ
認
知
症
初
期
支
援
チ
ー
ム
を
結

成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
内
容
は
。

Ａ
医
師
・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士

等
が
３
人
１
組
で
構
成
し
、
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
方
の
お
宅
を
訪
問
し
て

相
談
し
な
が
ら
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
や

専
門
員
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
す

で
に
取
り
組
む
近
隣
の
自
治
体
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
比
企
医
師
会
と
の

連
携
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
と

は
。Ａ

ケ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
近
い

イ
メ
ー
ジ
で
、
本
人
や
家
族
の
方
が

集
い
、
地
域
で
の
日
常
生
活
や
、
そ

の
支
援
等
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
場

所
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

週
に
１
回
、
月
に
１
回
で
も
そ
う

い
っ
た
場
所
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い

た
際
は
、
運
営
に
対
し
て
上
限
５
０

０
０
円
程
度
の
補
助
金
を
支
出
し
て

い
き
ま
す
。
現
在
は
、
実
施
で
き
そ

う
な
と
こ
ろ
に
当
た
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

早
期
不
妊
検
査
・
治
療

Ｑ
補
助
の
詳
細
等
は
。

Ａ
不
妊
検
査
の
対
象
は
、
妻
の
年

齢
が
43
歳
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
治
療
を
開

始
し
た
と
き
の
年
齢
で
35
歳
未
満
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
広
報

等
で
の
案
内
は
も
と
よ
り
、
婚
姻
届

を
提
出
い
た
だ
い
た
方
等
に
対
し
て

窓
口
で
の
周
知
も
考
え
て
い
ま
す
。

町
立
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

Ｑ
過
去
の
議
会
で
た
び
た
び
、
指

摘
・
要
望
し
て
き
た
小
中
学
校
の
ト

イ
レ
洋
式
化
。
ま
た
、
昨
秋
23
年
振

り
に
開
催
さ
れ
た
子
供
議
会
に
お
い

て
も
改
め
て
要
望
が
上
が
り
、
よ
う

や
く
実
現
さ
れ
る
。
詳
細
は
。

Ａ
改
築
時
に
す
で
に
洋
式
化
が
済

ん
だ
西
中
学
校
を
除
く
８
小
中
学
校

に
お
い
て
、
各
階
の
ト
イ
レ
と
教
職

員
用
ト
イ
レ
に
男
女
１
基
ず
つ
設
置

し
ま
す
。
長
期
休
業
中
の
工
事
・
設

置
を
予
定
し
、
子
供
た
ち
の
安
全
を

242
平成29年度
当初予算

議員が
質
た だ

した

解説 放課後子供教室２
地域の方々の協力を得て「学びと体験の場」として、
平日週１回、3時間程度開設します。今後学童クラ
ブとの調整・連携を図ります。

３月定例会は「予算議会」と称され、

新年度の一般会計及び各特別会計の審

査が中心となります。本会議場でのや

りとりはもちろんのこと、改めて各常

任委員会で細部にわたる審査を

しました。

総質疑数は242！

熱心なやり取りを、会議

録と合わせてご一読く

ださい。

すべての項目はインター

ネットからご覧いただけます。

「小川町議会 会議録」で検索し

てみてください。

※３月定例会の会議録は５月末ごろから見

られます。

放課後子供教室として利用が見込まれている、大河小２階の現・算数ルーム。
今秋の開設に向けて、「教育活動推進員」や「教育活動サポーター」のボラ
ンティアスタッフの募集が行われました。何事も最初が肝心。町で初とな
る大河地区での取り組みに期待「大」です。
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行
く
際
は
、
東
京
北
郵
便
局
と
い
う

と
て
も
大
き
な
施
設
が
あ
り
、
子
供

に
限
ら
ず
対
応
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と

で
す
。
新
年
度
、
２
町
１
村
観
光
連

絡
協
議
会
の
事
務
局
は
小
川
町
に
な

る
の
で
、
主
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

里
山
・
平
地
林
の
再
生

Ｑ
事
業
の
詳
細
は
。

Ａ
彩
の
国
緑
の
基
金
を
活
用
し
、

放
置
さ
れ
た
侵
入
竹
や
不
用
木
の
伐

採
等
を
し
ま
す
。
景
観
の
向
上
と
森

林
機
能
回
復
を
目
的
と
し
、
整
備
後

の
適
正
管
理
や
転
用
制
限
等
、
所
有

者
と
の
協
定
を
結
び
ま
す
。
平
成
31

年
度
ま
で
行
う
事
業
で
、
新
年
度
は

16
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３
紙
の
連
携
が
カ
ギ　
　
　
　

　
　

和
紙
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

Ｑ
３
紙
︵
細
川
紙
・
本
美
濃
紙
・

石
州
半
紙
︶
に
よ
る
第
２
回
和
紙
サ

ミ
ッ
ト
。
今
回
は
当
町
・
東
秩
父
村

が
開
催
地
と
な
る
が
、
受
け
入
れ
等

の
準
備
は
。

Ａ
本
年
７
月
１
・
２
日
に
開
催
し

ま
す
。
３
紙
の
連
携
事
業
と
し
て
、

ユ
ネ
ス
コ
和
紙
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
販

路
の
開
拓
と
拡
大
・
新
商
品
の
開
発

等
を
話
し
合
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

住
民
を
対
象
に
和
紙
を
使
っ
た
ア
ー

ト
展
や
講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

小
川
和
紙
の
生な

り
わ
い業

支
援

Ｑ
今
後
の
展
開
・
課
題
等
は
。

Ａ
現
在
６
人
が
後
継
者
育
成
事
業

と
し
て
、
３
年
間
を
か
け
て
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
い
ま
す
。
修
了

後
、
関
連
先
で
携
わ
れ
る
よ
う
工
夫

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

楮こ
う
ぞの

生
産
や
﹁
楮
引
き
﹂
の
効
率
化

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
な
農
業
応
援
補
助

Ｑ
ど
の
よ
う
な
補
助
で
農
業
を
元

気
に
す
る
の
か
。

Ａ
研
修
生
を
受
け
入
れ
た
農
家
に

対
し
１
人
に
つ
き
年
額
３
万
円
、
環

境
保
全
型
農
業
で
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
３
に
取
り
組
む
営
農
団

体
に
対
し
１
反
当
た
り
５
０
０
０
円
、

生
ご
み
資
源
化
実
証
施
設
を
利
用
し

た
液
肥
の
精
製
プ
ラ
ン
ト
に
対
す
る

補
助
等
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

野
菜
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

Ｑ
対
象
と
な
る
野
菜
は
。
ま
た
、

ど
ん
な
展
開
が
。

Ａ
町
内
産
の
野
菜
す
べ
て
を
対
象

と
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
商
標
登
録
に
向
け
た
取
り
組

み
と
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
成

し
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
ま
す
。

昨年度、「石州半紙」のふるさと島根県浜田市で開催された第１回和紙サミッ
トの様子。第２回となる今年度は、来る７月１日・２日に「細川紙」のふ
るさと小川町・東秩父村での開催となります。「本美濃紙」のふるさと岐阜
県美濃市の関係者を含めた多くの来訪者を「お・も・て・な・し」の心で
迎えたいものです。解説 Ｉターン５

都市部出身者が地方に移
り定住すること。

解説 町民会館へ移る６
平成30年度内を目途としています。

解説 改修費や家賃補助４
改修費⋯補助率２分の１で上限は50万円。
　　　　町内施工業者によるものとします。
家賃補助⋯補助率２分の１で上限は月額２万5000円。

空
き
店
舗
活
用
補
助
金

Ｑ
補
助
の
対
象
等
、
詳
細
は
。

Ａ
区
域
を
駅
周
辺
の
空
き
店
舗
に

限
り
、
小
売
・
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業

を
対
象
と
す
る
予
定
で
す
。
２
年
以

上
の
営
業
を
条
件
と
し
、
改
修
費
や

家
賃
補
助
４
を
行
い
ま
す
。

移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｑ
町
内
居
住
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
実
績
等
は
。

Ａ
昨
年
６
月
の
開
設
以
来
、
５
０

０
件
以
上
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
、

Ｉ
︵
ア
イ
︶
タ
ー
ン
５
等
６
件
が
成

立
し
ま
し
た
。
今
後
は
窓
口
で
の
対

応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

 
 

ギ
論
の
的
に　
　
　
　
　

 

町
民
カ
イ
館
耐
震
改
修

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
棟
に
限
っ
た
耐

震
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
。

Ａ
町
の
考
え
方
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
棟
は
耐
震
改
修
を
行
な
い
な

が
ら
運
用
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
し

て
い
ま
す
が
、
大
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
方
向
性
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

現
時
点
で
は
必
要
最
低
限
の
対
応
と

し
て
、
空
調
設
備
の
修
繕
を
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
中
央
公
民
館
の
機
能
が
順
次
、

町
民
会
館
へ
移
る
６
こ
と
に
な
る
よ

う
だ
が
、
住
民
に
対
す
る
丁
寧
な
説

明
や
進
め
方
は
。

Ａ
移
行
時
期
は
、
特
に
年
度
は
じ

め
の
４
月
１
日
に
こ
だ
わ
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
８
月
や

10
月
等
、
利
用
者
の
混
乱
が
な
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
中
央
公
民
館
を
閉
館
し
、

移
行
す
る
と
い
っ
た
選
択
肢
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
機
能
の
移
転
や
住
み

分
け
等
の
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
た
め
、

両
施
設
を
同
一
の
課
︵
生
涯
学
習
課
︶

で
担
当
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
考
え

に
至
り
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

Ｑ
災
害
用
資
機
材
の
購
入
や
自
主

防
災
組
織
︵
行
政
区
︶に
対
す
る
資
機

材
の
整
備
補
助
な
ど
、
災
害
対
策
事

業
に
期
待
す
る
が
。

Ａ
災
害
に
備
え
、
資
機
材
︵
発
電

機
・
炊
き
出
し
用
具
︶
の
購
入
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
区
へ
の

補
助
に
関
し
て
は
案
内
に
努
め
、
平

成
28
年
度
の
１
件
の
利
用
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
消
防
団
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
購

入
は
要
望
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
何
が
変
わ
る
の
か
。

Ａ
現
在
23
台
が
配
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
要
望
が
あ
り
25
台
を
追
加
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
場
で
の
各

団
の
連
絡
が
図
ら
れ
、
よ
り
よ
い
活

動
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

解説 ブロックローテ−ション３
水田の転作作物の生産性を向上させるため、
地区全体を数ブロックに区分し、順次、移動
させる集団転作の方法です。

こ
こ
ま
で
が
当
初
予
算
。

次
は
補
正
予
算
の
質
疑

で
す
。

築50年で老朽化が著しい中央公民館。新年度を最後に閉館し、順次機能
の大部分が町民会館に移ります。また、当の町民会館ではそれらを見越し、
コミュニティ棟に限った耐震設計の予算が計上されました。市街地に立地
する２大施設の統廃合は、町が進める「公共施設等総合管理計画」に基づ
くものです。
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平
成
28
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑

Ｑ
﹁
不
測
の
事
態
﹂
を
理
由
に
、
当
然

の
ご
と
く
工
事
期
間
延
長
と
費
用
の
増
額

を
提
案
す
る
こ
と
に
、
過
去
の
経
験
︵
西

中
学
校
改
築
等
︶
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
不
満
だ
。
丁
寧
な
説
明
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ
増
額
の
要
因
と
し
て
、
当
初
の
設
計

に
は
な
か
っ
た
河
床
形
状
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
天
候
不
順
も
重
な
り
期
間
延
長
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
、
業
者
と
の
連
絡
体
制
を
密
に

し
、
職
員
に
よ
る
工
事
の
進
捗
管
理
と
専

門
性
の
向
上
、
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ちょっと待て！　その変更契約
─柳町橋耐震補強工事─

　工事請負契約の変更案が提出された。工期の３ヵ月延長と、600万円を超える増額に納得のいかない議員

による質疑が殺到。事態を重くみた執行部は議案の取り下げへ。改めて議会最終日に提出されることとなった。

（Ｍ・Ａさん・71歳）

秋の青空と黄金の稲穂
が揺れる田園風景。
特に下里１区槻川沿い
から望む風景は感動も
のです。
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審議した議案と議員の賛否をお知らせします
 M

ar
ch

 P
ar

lia
m

en
t D

el
ib

er
at

io
n 

R
es

ul
t

議　員　名

　（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します
「小川町のおすすめ
　　　　　スポット」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

審
議
結
果

笠
原

　
　
武

井
口

　
亮
一

笠
原

　
規
弘

田
中

　
照
子

髙
瀬

　
　
勉

山
口

　
勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

松
本

　
修
三

金
子

　
美
登

松
葉

　
幸
雄

大
戸

　
久
一

島
﨑

　
隆
夫

柴
崎

　
　
勝

宮
澤

　
幹
雄

戸
口

　
　
勝

根
岸

　
成
美

町道路線の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

町道路線の廃止 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

消防審議会条例の一部を改正する条例制定
　※機構改革に伴い消防事務を担当する課の変更

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

個人情報保護条例の一部を改正する条例制定
　※マイナンバーの情報提供記録を、町独自の利用事務においても、
　　保存を義務づけるもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

職員の分限に関する手続き及び効果に関する条例の一部
を改正する条例制定
　※禁固刑となった職員でも、過失・執行猶予付きであれば職を失
　　わないものとする

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び職員の育
児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定
　※介護休暇の分割取得・１日２時間以内の介護時間・介護による
　　時間外勤務の免除、を認める等

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例制定
　※事務の拡大に伴い、報酬を月額から年額に改める。交付額に応じた
　　報酬の支給が可能に

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

税条例等の一部を改正する条例制定
　※個人町民税の特別税額控除の延長・軽自動車税の環境性能割の導入
　　時期変更

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

介護保険条例の一部を改正する条例制定
　※第１段階の保険料率を引き続き安価に設定するための特例

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

指定地域密着サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例制定
　※地域密着型通所介護の創設に伴い、事業の人員・設備・運営の基準
　　を改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例制定
　※主任介護支援専門員の資格が更新制となったので、再定義

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度一般会計予算
　※総額88億6000万円。詳細はP4～９参照

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度国民健康保険特別会計（事業勘定）予算
　※総額41億2166万円。前年度比4.8％増。平成30年度からの
　　広域化に向けた最終年度

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度後期高齢者医療特別会計予算
　※総額3億5923万円。前年度比3.0％増

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度介護保険特別会計（保険事業勘定）予算
　※総額25億5489万円。前年度比3.5％増

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度農業集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

柳町橋耐震補強工事請負変更契約の締結 撤回

固定資産評価審査委員会委員の選任
　※飯野和男氏の後任として安藤正幸氏を任命。任期３年

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

柳町橋耐震補強工事請負変更契約の締結
　※契約金額630万円増。工事期間３ヵ月延長

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

 小川中央陸橋耐震補強工事請負変更契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

教育委員会委員の任命
　※岡本圭子氏の後任として関根栄子氏を任命。任期４年

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

すべてのアスベスト被害者の早期救済・解決を図るよう
国に働きかける意見書の提出を求める請願書

不採択 ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × × × −

議　案　名

平成29年４月２日現在の下里地内に架かる柳町
橋。当日は旧下里分校でさくら祭りが催され、こ
の橋も多くの人・車等の往来がありました。当初、
平成28年度末に完了予定だった耐震補強工事。
いつ起こるかも分からない大規模地震等の備えは
待ったなしです。

旧
下
里
分
校
の
活
用

Ｑ
旧
下
里
分
校
の
用
務
員
棟
を
改
修

し
、
無
料
休
憩
所
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
整

備
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
活

用
や
方
向
性
は
。

Ａ
地
域
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
・
交
流
の
場
と
し

て
の
整
備
を
行
な
い
、
有
機
農
業
等
の
情

報
発
信
・
加
工
品
の
販
売
等
を
通
じ
て
、

飲
食
の
提
供
と
い
っ
た
方
向
を
５
ヵ
年
計

画
で
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
施

設
や
周
り
の
整
備
等
、
財
政
面
を
含
め
て

発
展
的
に
取
り
扱
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
現
在
、
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霜
里
学
校
は
、
同
時
に

移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
業
務
も
担
っ
て

い
る
。
連
携
や
つ
な
が
り
は
。

Ａ
旧
下
里
分
校
を
は
じ
め
、
当
該
地
域

に
訪
れ
る
方
に
対
し
、
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
業
務
内
容
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
連
携
し
て
情
報
提
供
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
就

農
者
や
販
売
従
事
者
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
あ
く
ま
で
土
地
の
用
途
は
﹁
学
校
﹂

だ
が
、
飲
食
の
提
供
や
物
販
等
と
し
て
の

利
用
は
適
当
か
。
ま
た
、
率
直
に
店
舗
の

類
を
設
け
る
に
当
た
っ
て
、
許
認
可
は
得

ら
れ
る
の
か
。

Ａ
下
里
地
区
は
有
機
農
業
の
集
落
と
し

て
知
名
度
が
高
く
、
町
外
か
ら
の
来
訪
者

も
多
い
で
す
。
来
訪
者
の
休
憩
所
・
地
元

住
民
と
の
交
流
の
場
を
整
備
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
食
材
や
、
そ
れ
ら
食
材
を
利
用
し
た

飲
食
の
提
供
を
通
じ
て
、
有
機
農
業
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
前
に
県
等
と
相
談
し
た
中

で
、
一
部
の
用
途
変
更
に
つ
い
て
は
可
能

で
あ
ろ
う
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

旧下里分校用務員棟。閉校から14年、多くの児童を送り出した分校が、
再び生まれ変わろうとしています。現在、管理運営を担っている「ＮＰＯ
法人霜里学校」の主たるメンバーは、下里分校を巣立った方たちです。
地域のＰＲ拠点としての活用に期待しています。
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（K・Ｔさん・38歳）

手軽で気持ちの
いい官ノ倉登山。

（Ｔ・Ｙさん・63歳）

四津山のふもと。
春は川沿いに桜が
きれい。

（Ｋ・Ｋさん・55歳）

みどりが丘の歩道
橋。立派！！
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髙た
か

瀬せ

　
勉つ

と
むが

問
う

少
子
化
に
対
す
る

部
活
動
の
充
実
は

笠か
さ
は
ら原

　
武た

け
しが

問
う

魚
や
水
生
昆
虫
の

生
き
ら
れ
る
川
を

Ｑ
女
性
か
ら
生
活
す
る
場
所
と
し
て
選
定
さ

れ
る
要
素
、
強
み
と
し
て
い
る
こ
と
と
は

何
か
。Ａ

総
務
課
長　

男
女
が
と
も
に
﹁
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
、
働
く
こ
と
が
で
き
る
、

生
活
で
き
る
こ
と
﹂
が
、
人
口
減
少
や
少
子
化
の

解
決
の
手
段
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
川
町
女
性

活
躍
推
進
計
画
を
推
進
し
、
女
性
か
ら
も
選
ば
れ

る
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
家
庭
の
方
針
プ
ロ
セ
ス
は
、
女
性
の
強
い

要
望
や
推
進
力
が
発
端
と
な
る
こ
と
が
多

Ｑ
各
町
立
中
学
校
の
部
活
動
に
お
け
る
課
題

は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

顧
問
の
専
門
性
や
指
導

時
間
の
確
保
・
保
護
者
の
部
活
動
に
対
す

る
期
待
内
容
の
相
違
・
各
部
活
動
の
部
員
数
確
保

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
部
活
動
の
充
実
と
し
て
、﹁
外
部
指
導
者
の

活
用
﹂
と
﹁
合
同
部
活
動
﹂
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

平
成
28
年
度
、
外
部
指

導
者
の
活
用
は
、
西
中
の
卓
球
部
で
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
同
部
活
動
は
、

新
人
体
育
大
会
比
企
地
区
予
選
会
に
、
西
中
野
球

Ｑ
２
面
張
り
３
面
張
り
で
、
生
態
系
を
壊
さ

れ
死
滅
し
た
魚
や
水
生
昆
虫
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
た
め
の
対
策
は
。
町
に
は
憂
え
て
い
る
人
、

研
究
し
て
い
る
人
が
い
る
。
そ
う
い
う
人
の
力
を

借
り
て
﹁
対
策
を
考
え
る
会
﹂
を
立
ち
上
げ
て
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

現
在
は
国
が
作
成
し
た

﹁
多
自
然
川
づ
く
り
基
本
方
針
﹂
に
基
づ

き
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
46
年
に
﹁
槻
川
を
き
れ
い

に
す
る
会
﹂
が
発
足
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

﹁
水
辺
の
観
察
会
﹂
の
方
に
も
、
長
年
に
わ
た
り

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

戸と

口ぐ
ち

　
勝ま

さ
るが

問
う

女
性
会
議
の
立
ち

上
げ
を

少
し
の
無
理
と
工
夫
を
す

れ
ば
、
部
活
動
の
存
続
・

充
実
は
か
な
う
は
ず
⋯
。

い
の
ち
の
源
流

小
川
町
の
水
を
元

に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
質
問
と
は
、
町
の
施
策
等
に
つ
い
て
、
議
員
が
町
に
考
え
や
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
こ
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。

女
性
が
住
み
た
い

と
思
う
ま
ち
、
真
剣

に
考
え
ま
せ
ん
か
。

子供たちの冒険心のために、安全・安心が求
められる遊具。

く
、
小
川
町
に
住
み
た
い
、
そ
の
逆
に
引
っ
越
し

た
い
と
考
え
る
女
性
の
意
思
が
家
庭
を
け
ん
引
す

る
率
は
高
い
。
そ
こ
で
、
町
に
と
っ
て
新
た
な
推

進
力
と
な
る
女
性
の
、
女
性
に
よ
る
、
女
性
の
た

め
の
﹁
女
性
会
議
﹂
を
町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て

立
ち
上
げ
て
は
。

Ａ
総
務
課
長　

大
変
興
味
あ
る
内
容
で
す
の

で
、
研
究
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

遊
具
の
安
全
・
安
心
を 

Ｑ
都
市
公
園
と
保
育
園
で
は
、
都
市
政
策
課

の
職
員
に
よ
り
専
門
員
と
し
て
研
修
を
積

ん
だ
者
が
年
に
１
度
点
検
を
し
て
い
る
が
、
学
校

で
も
そ
の
専
門
性
を
利
用
で
き
な
い
か
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

点
検
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
側
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
対
応
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
が
東
秩
父
中
と
、
同
じ
く
西
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
が
東
松
山
東
中
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
そ
れ
ぞ
れ

出
場
し
ま
し
た
。

Ｑ
部
活
動
の
担
当
・
顧
問
の
決
定
は
適
切
に

行
な
わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

各
校
と
も
校
長
に
よ
る

意
向
聴
取
を
行
な
い
、
本
人
同
意
の
も
と

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
教
職
員
の
異
動
等
に
部
活
動
の
専
門
性
や

実
績
は
考
慮
さ
れ
る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

各
町
立
中
学
校
に
お
け

る
部
活
動
の
維
持
向
上
と
い
う
視
点
も
、

人
事
異
動
を
行
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
内
の
１

つ
に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
課
の
再
編
成
に
見
る
町
の
課
題
と
対
策
は

・
第
25
回
小
川
和
紙
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
向
け
て

教
育
・
福
祉
で
全
国
に
発
信
を 

Ｑ
小
中
学
生
の
給
食
費
補
助
、
高
校
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
小
川
町
永
住
者

に
は
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

少
子
化
対
策
な
ど
に

効
果
は
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
有
効
性
は

小
さ
く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
実
施
に
踏
み

切
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
問
題
は 

Ｑ
実
証
実
験
運
行
の
中
で
、﹁
料
金
︵
初
乗

り
５
０
０
円
︶
が
高
い
﹂﹁
乗
降
ポ
イ
ン

ト
を
増
や
し
て
﹂﹁
予
約
時
間
が
必
要
﹂
な
ど
要

望
が
強
い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
の
中
で
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ナイスプレー！　週末、合同練習に汗する東
中・西中のサッカー部員。

昔は子供たちが魚取りに興じたが、今は
死滅した笠原川の３面張りの風景。

「小川町のおすすめ
　　　　　スポット」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう
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（Ｙ・Ｙさん・58歳）

角山公園と兜川。川を
整備したので今年は菜
の花は無理かな。

（K・Ｎさん・69歳）

見晴らしの丘展望台か
ら見る小川盆地。

山や
ま
ぐ
ち口

勝か
つ

士し

が
問
う

積
極
的
に
保
育
士

の
処
遇
改
善
を

井い

口ぐ
ち

亮り
ょ
う
い
ち

一
が
問
う

体
系
的
な
教
育
で

キ
ャ
リ
ア
形
成
を

Ｑ
町
立
保
育
園
で
病
児
病
後
児
保
育
の
検
討

は
で
き
な
い
か
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

保
育
所
に
付
設
さ
れ

た
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
、
事
業
の
た
め
の
専

用
施
設
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
保
育

協
会
が
実
施
し
た
病
児
保
育
等
の
利
用
実
態
に
関

す
る
調
査
に
よ
る
と
、
診
療
所
や
病
院
併
設
が
ほ

と
ん
ど
で
、
常
勤
の
医
師
と
看
護
師
を
１
人
ず
つ

配
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
人
的
配
置
の
問

題
か
ら
も
困
難
な
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、︵
仮
称
︶
子
ど
も
子
育
て
総
合
セ
ン

タ
ー
を
整
備
後
に
同
施
設
で
事
業
展
開
が
可
能
か

Ｑ
国
は
、
平
成
29
年
度
予
算
で
保
育
士
の
処

遇
改
善
を
進
め
る
が
、
町
の
対
応
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

国
は
新
年
度
か
ら
、

概
ね
７
年
以
上
働
い
て
技
能
を
積
ん
だ
職

員
を
副
主
任
保
育
士
と
す
る
中
堅
役
職
を
設
け
、

賃
金
を
上
乗
せ
し
ま
す
。
町
立
保
育
園
で
は
、
町

の
賃
金
体
系
で
昇
給
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
改
め
て
役
職
を
創
設
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
臨
時
の
保
育
士
賃
金
に
つ
い
て
は
、
日
額

７
２
０
０
円
か
ら
７
９
０
０
円
と
す
る
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。
民
間
保
育
園
に
は
、
処
遇
改
善
分

を
加
算
し
た
委
託
料
を
請
求
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
中
学
、
高
校
、
大
学
を
卒
業
し
た
と
き
、

３
年
以
内
の
離
職
率
と
そ
の
原
因
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

中
学
70
％
、
高
校
50
％
、

大
学
30
％
で
、
原
因
は
労
働
条
件
の
劣
悪

さ
や
会
社
へ
の
将
来
性
が
見
出
せ
な
い
な
ど
で
す
。

Ｑ
学
校
等
か
ら
職
業
生
活
へ
の
円
滑
な
移
行

が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
初
期

段
階
で
つ
ま
ず
き
、
基
本
的
な
職
業
能
力

の
習
得
に
困
難
さ
を
抱
え
て
お
り
、
学
校
で
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
進
路
指
導
が
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。

髙た
か

橋は
し

さ
ゆ
り
が
問
う

病
児
病
後
児
保
育

の
充
実
を

女
性
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
が

と
っ
て
も
大
切
。

多
く
の
臨
時
保
育
士

さ
ん
が
、
町
の
保
育

を
支
え
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
な

ど
か
ら
、
中
高
生
を

守
る
事
前
教
育
は
。

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
の
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
、
答
弁
も
含
め
て
75
分
以
内
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ど
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
老
朽
化
が
進
む
各
町
立
保
育
園
だ
が
、
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
た
改
修
等
の
考

え
は
。Ａ

子
育
て
支
援
課
長　

予
算
を
考
え
る
と
、

改
修
等
も
厳
し
い
状
況
で
す
。
一
方
で
少

子
化
が
進
み
、
今
後
は
さ
ら
に
園
児
数
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
で
、
町
立
３
保
育
園
を
現
状
の
ま

ま
維
持
し
て
い
く
か
も
含
め
、
方
向
性
を
示
す
時

期
に
来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
統
廃
合
や
民
間
保
育
へ
の
移
行
も
考
え
る

必
要
性
を
感
じ
る
が
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

本
年
４
月
に
民
間
保

育
移
行
庁
内
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
議

論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

年
金
受
給
資
格
期
間
が
10
年
に
短
縮 

Ｑ
無
年
金
者
を
防
ぐ
意
味
で
も
、
混
乱
の
な

い
よ
う
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
が
。

Ａ
町
民
課
長　

平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
資

格
期
間
が
10
年
以
上
で
あ
れ
ば
老
齢
年
金

を
受
け
取
れ
、
該
当
者
に
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
加
入

期
間
が
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
は
、
役
場
で
も

請
求
書
を
提
出
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
手
続

が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

駅
北
口
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
は

Ｑ
新
年
度
、
駅
北
口
開
設
に
向
け
た
周
辺
整

備
の
進
捗
は
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

駅
北
側
の
測
量
調
査
等

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
文
科
省
は
青
少
年
の
雇
用
対
策
基
本
方
針

の
中
で
、
青
少
年
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

キ
ャ
リ
ア
の
形
成
は
若

者
の
発
達
段
階
や
、
そ
の
発
達
課
題
と
深

く
か
か
わ
り
な
が
ら
段
階
を
追
っ
て
発
達
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
幼
児
期
の
教
育
か
ら
高
等
教
育
に

至
る
ま
で
体
系
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し

て
い
ま
す
。　
　

Ｑ
労
働
法
の
基
礎
知
識
な
ど
、
人
権
意
識
や

支
え
合
い
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ぶ
機
会
と

し
て
、
社
労
士
会
の
﹁
出
前
授
業
﹂
を
中
学
校
で

活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

平
成
29
年
度
の
教
育
課

程
の
編
成
を
し
て
い
る
最
中
な
の
で
、
町

内
各
学
校
に
社
労
士
会
の
﹁
出
前
授
業
﹂
に
つ
い

て
情
報
の
提
供
を
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

鼻水が出ているから、今日は保育園お休みだよ。

開催が期待される「出前授業」用資料冊子。
（全国社会労務士連合会より）

乳幼児保育・時間外保育、保育のニーズは拡
大しています。

「小川町のおすすめ
　　　　　スポット」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（Ａ・Ｉさん・29歳）

腰越公園です。ターザン
ロープがなくなってしま
い残念だけど、子供たち
にせがまれてよく遊びに
来ます。
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田た

中な
か

照て
る

子こ

が
問
う

安
全
・
安
心
で
健

康
寿
命
日
本
一
を

金か
ね

子こ

美よ
し

登の
り

が
問
う

森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
参
加
は

Ｑ
会
員
数
の
減
少
・
原
因
を
探
り
、
会
員
増

強
を
行
な
う
方
法
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

平
成
23
年
度
の
加
入

率
37
・
４
％
に
対
し
、
平
成
28
年
度
は

20
・
３
％
で
す
。
原
因
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
、
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
方
の
増
加
、
地
域

意
識
の
低
下
、
老
人
会
の
魅
力
の
低
下
等
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
会
員
増
強
に
は
、
各
老
人
会
が
原
因

を
究
明
し
対
応
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
老
人
会
組
織
の
解
散
を
防
ぐ
方
法
は
。

Ｑ
高
齢
者
が
参
加
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
支

援
相
談
体
制
と
、
各
団
体
か
ら
の
要
望
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
な
ど
で
す
。
支
援
と
し
て
は
、
大
会
の
開

催
や
運
営
費
補
助
等
で
す
。
要
望
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
等
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
高
齢
者
が
安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
環
境

整
備
や
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
芝

生
広
場
の
設
置
を
強
く
望
む
が
、
計
画
は
。

Ｑ
環
境
省
の
﹁
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

へ
の
参
加
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

町
が
目
指
す
﹁
里
山
文
化
が
育
ん
で
き
た

自
然
を
愛
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち　

お
が
わ
﹂
に

通
ず
る
も
の
と
考
え
、
今
後
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
過
度
の
開
発
等
で
荒
廃
す
る
森
・
里
・
川
・

海
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
ど
の
よ
う
に
管
理
し
、
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る

の
か
。Ａ

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

去
る
１
月
19
日
に
、

小
川
町
・
寄
居
町
・
東
秩
父
村
の
３
町
村

大お
お
と
ひ
さ
か
ず

戸
久
一
が
問
う

思
い
切
っ
た
老
人

会
対
策
を

環
境
省
は
、
小
川
町

の
環
境
活
動
を
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
よ
。

一
般
質
問
の
全
文
は
、﹁
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
﹂
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
﹁
小
川
町
議
会　

会
議
録
﹂
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

老
人
会
の
数
は
平
成

23
年
度
76
行
政
区
中
53
組
織
で
70
・
７
％
、

28
年
度
は
76
行
政
区
中
39
組
織
で
51
・
３
％
と
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
原
因
は
、﹁
役
員
の
な
り

手
が
い
な
い
﹂﹁
庶
務
が
煩は

ん
ざ
つ雑

で
大
変
だ
﹂
と
聞

き
ま
す
。
解
散
を
防
ぐ
に
は
加
入
者
を
増
や
す
こ

と
が
急
務
で
す
。

Ｑ
町
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

町
で
は
連
合
会
、
単

位
老
人
会
へ
の
補
助
金
、
各
種
大
会
、
講

演
等
に
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
健
康

づ
く
り
事
業
な
ど
老
人
会
活
動
に
期
待
が
高
ま
る

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
問
題

点
を
連
合
会
や
長
寿
社
会
運
営
協
議
会
等
と
検
討

し
、
老
人
会
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

Ａ
町
長　

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
研
究

し
ま
す
。

Ｑ
﹁
元
気
ア
ッ
プ
お
が
わ
プ
ラ
ン
﹂
の
食
育

推
進
計
画
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
、
離

乳
食
に
関
す
る
相
談
内
容
と
回
数
は
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

新
し
く
和
食
を
中
心
に
、

﹁
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
﹂
を
２
年
間
実
施
し
、

参
加
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
町
の
給
食
で
は
、
地

産
地
消
を
推
進
し
、
野
菜
づ
く
り
体
験
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、
関
係
各
課
で
食
育
を
推
進
。
さ
ら
に
、

健
康
長
寿
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業
で
も
栄
養
指
導
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。
離
乳
食
の
相
談
内
容
は
多

岐
に
渡
り
、
現
在
、
離
乳
食
体
験
は
年
５
回
で
す
。

Ｑ
町
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
劣
化
が
進
む

町
道
８
０
９
４
号
線
の
改
修
を
。

Ａ
建
設
課
長　

国
道
２
５
４
号
歩
道
整
備
時

に
補
修
を
考
え
て
い
ま
す
。

と
、
和
光
市
と
の
間
で
相
互
交
流
に
関
す
る
共
同

宣
言
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
町
は
事
前
協
議
に
お

い
て
、
和
紙
の
紙
す
き
体
験
や
農
作
業
体
験
を
提

案
し
ま
し
た
。
今
後
、
和
光
市
と
の
協
議
を
進
め

る
中
で
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
年
も
開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
﹁
小
川
町

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ェ
ス
﹂
だ
が
、
環
境
省

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

昨
年
９
月
に
小
川
げ
ん

き
プ
ラ
ザ
を
会
場
と
し
て
、
実
行
委
員
会

と
環
境
省
の
共
催
、
町
は
後
援
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
２
月
に
は
環
境
省
の
担

当
職
員
か
ら
電
話
連
絡
を
受
け
、﹁
こ
と
し
も
共

催
の
方
針
が
示
さ
れ
、
開
催
地
で
あ
る
小
川
町
へ

も
説
明
に
出
向
き
た
い
﹂
旨
の
連
絡
を
受
け
て
い

ま
す
。

下小川一区老人会主催の朝のラジオ体操。

グラウンドゴルフの大会前に準備運動をする
元気な高齢者は、現役世代の手本です。

事
務
手
続
簡
略
化
を

と
に
か
く
頼
む
よ
。

健
康
寿
命
延
伸
に
は

運
動
と
食
事
等
の
生

活
習
慣
が
大
切
。

地元ボランティア「刈
かり

援
えん

隊
たい

」により、よみが
えった下里の滝前。

「小川町のおすすめ
　　　　　スポット」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（Ｈ・Ｓさん・43歳）

仙元山を中心とした山道は、
トレイルランニングをする
には最適の場所。最近では
有名選手も足を運んでいる
んですよ。

（Ｃ・Ｈさん・４3歳）

八和田神社。大杉も
すばらしいが、狛犬
も特徴的。

（Ｓ・Ｎさん・52歳）

蛍の里。幻想的だと
感激されました。
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島し
ま

﨑ざ
き

隆た
か

夫お

が
問
う

公
営
住
宅
の
現
在

と
今
後
の
動
向
は

10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
た
政
策
を
！　

覚
悟
の
決
断
が
必
要
。

公営住宅法と町の条例を考えて、実情と将来
を見据えた計画を。

Og
aw

a 
To

wn
 P

eo
pl

es
 V

oi
ce

Tamie Sakaue

可燃ごみ処理

消防・救急・斎場の管理運営・介護・障害審査会

比企広域市町村圏組合議会（平成29年１月31日）

第２式場の存続を検討
東松山斎場の第２式場の存続を検討します。

平成29年度一般会計予算7600万円。平成29年度

特別会計予算合計33億9560万円（このうち、消防

特別会計が31億9000万円）を可決。

小川地区衛生組合議会（平成29年２月16日）

ごみ焼却施設修繕
埼玉中部資源循環組合施設の完成まで5年程度かか

るため、当組合ごみ焼却施設の修繕費が毎年かかっ

ていきます。

平成29年度一般会計予算16億8739万円を可決。

ごみ処理・し尿処理

議会広報全国コンクール

奨励賞を受賞！
第31回町村議会広報全国コン

クール（応募総数291紙）におい

て、当町の『おがわぎかい第79号』が編集・

デザイン部門で奨励賞を受賞しました。

よりわかりやすい議会広報紙となるよう、ぜひ、

みなさんの紙面への率直なご意見・ご要望をお

寄せいただけますよう、お願いします。

今後も、編集委員一同、さらなる紙面の充実を

目指して頑張ります！

議会広報発行特別委員会一同

一部事務組合議会から報告

埼玉中部資源循環組合議会（平成29年２月９日）

環境影響評価の実施
周辺の環境への影響を事前に調査・予測・評価し、

これを公表して意見を聴き検討します。

平成29年一般会計予算5億4500万円を可決。

祝

島し
ま

﨑ざ
き

隆た
か

夫お

が
問
う

10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
た
政
策
を
！　

覚
悟
の
決
断
が
必
要
。

す
。
ま
た
、
高
齢
化
と
老
朽
化
の
問
題
は
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
区
別
で
は
八
和
田
地

区
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
場
所
に
関
す
る
経
緯
は

確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
の
取
り
組
み
は
、

計
画
の
検
証
を
進
め
て
、
当
町
の
実
情
に
合
う
よ

う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
体
の
あ
り
方
と
変
化 

Ｑ
国
は
各
種
支
援
を
用
意
し
て
、
地
方
創
生

を
後
押
し
し
て
い
る
。
地
域
運
営
組
織
の

考
え
方
や
集
落
支
援
員
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利

用
し
て
い
き
、
地
域
の
拠
点
を
確
立
し
、
将
来
の

自
治
の
変
化
に
早
期
か
ら
対
応
を
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長
　
現
在
、
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
ご
提
案
の
人
的
支
援
制
度
の
活
用
が
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
か
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
県
営
・
町
営
住
宅
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
あ

り
、
必
要
と
す
る
世
帯
に
対
し
十
分
か
。

ま
た
、
入
居
者
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と
や
老
朽
化

が
考
え
ら
れ
る
点
と
、
町
内
の
地
区
別
の
分
布
の

考
え
方
や
将
来
の
低
所
得
者
の
増
加
、
若
い
世
帯

の
短
期
的
な
入
居
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
と
将
来
の
予

測
な
ど
、
計
画
に
お
け
る
課
題
点
は
何
か
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

現
在
の
公
営
住
宅
戸
数

は
、
県
営
住
宅
85
戸
と
町
営
住
宅
１
２
８

戸
で
す
。
供
給
数
は
、
各
種
デ
ー
タ
を
用
い
て
算

出
す
る
と
需
要
に
対
し
て
足
り
て
い
る
と
考
え
ま

私
は、小川町で「ひまわりとトウモロコシ」

を育て、地域のふれあいの場をつくり、楽

しい農業を実践したいと考えています。還暦を

過ぎてから妻と帰郷し、就農して３年目を迎え

ました。自然の中で草や土にまみれ、作物を育

てる楽しさ・収穫する喜び・食する豊かさなど

を体験し、日々充実感を味わっています。　　

　しかしながら、私の身辺にも少子高齢化、老々

介護及び農業の後継者問題等もあり、さらに地

域の田畑は遊休地がふえています。私も高齢者、

だけど何か策はないのか、ピンチをチャンスへ。

遊休地を活かして、楽しい農業にチャレンジし、

ふれあいの心を育てて、地域を明る

くする。その第一歩が「ひまわり」

と「トウモロコシ」であり、未来へ

の種まきだと考えています。収穫体

験や花摘み等ができる場所を八和田

地区で実践してみたいと思います。

相
生町に住み始めて5年が経ちました。

保育園に通う子供がいるため、近くの

図書館や栃本親水公園によく散歩に出かけ

ます。きれいに整備された親水公園や遊歩

道は、子供からお年寄りまで多くの人に、

安心して利用されています。　　　　　　

　しかし、親水公園に行くまでの道路 (特

に相生町交差点～相生橋間)は、狭い割に

交通量が多く、歩道も整備されていないた

め、危険を感じることがあります。せっか

くよい公園があるのだから、もったいない

と思います。道路拡張や歩道整備は簡単な

ことではないと理解します。例えば、歩行

者優先通行区分等の工夫はできないもので

しょうか。交通弱者と言われる人達（車いす

の方やベビーカーの親子、小さい子供たち）

が、安心して行き来できるような環境を期

待しています。
より住みよい
　町へ

地域とともに
楽しい農業を

阪上民枝さん（相生町）

Koji Kurihara
栗原幸二さん（上横田）

平成28年度町村議会
広報表彰（第31回広
報コンクール）

表彰を受ける根岸議長（２月28日、埼玉県県民健康センターにて）
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３月定例会

埼
玉
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小
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会

2 0 1 7
春  号

発行責任者：小川町議会議長 根岸成美
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　髙瀬　勉　　副委員長　田中照子　
　　　　　　委　員　戸口 勝・笠原 武・島﨑隆夫・笠原規弘
編集後記
第77号から新メンバーでスタートした議会報。79号からは、議会
だより「６つの約束」のもと町民の皆さんに手に取って読んでもら
える議会だよりを目指しました。そして、この79号で平成28年
度町村議会広報コンクール「編集・デザイン部門」で奨励賞を受賞
することができました。これからも委員一同、町民の皆様にとって
親しみやすい議会だよりを目指します。最後に、議会報の編集を通
し、何よりも自分自身が成長できたことが私にとって大きな収穫で
す。（田中照子）

No.83

傍聴席の
定員は
40名

傍聴から
はじめよう！！
どなたでも傍聴でき
ます（事前連絡は不要です）

役場３階にお越しください

次回定例会は

６月６日（火）〜
開会は10時です

聞議 町
「小川和紙を
愛する会」編×員 の声

の
議員が町の声を聞き、つないでいくという企画。第４回は、前

号特集でご紹介した子供議員バッジを制作していただいた「小

川和紙を愛する会」の皆さんを取材しました。

く つ な ぐ
議会だよりを
読んだことが
ありますか？

ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました

はい

３人 「今後の活動・取り組み、
　　住民の皆さんに向けて」

・もう少しダメなことに対して強い態度
を示してほしい。守りに入ってること
が多々感じられる。

・和紙に特化した担当グループができ
たのに、職員が１人ってどういうこ
と？！

・頑張ろうとしている者に愛の手を！

この際、言わせて！
（原文のまま掲載しています）

（いいえ ０人）

小川町議会だより
平成29年3月定例会春号
（平成29年５月１日発行）

20

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
配
慮
し
た

フ
ォ
ン
ト
（
書
体
）
を
使
用
し
て
い
ま
す

“

７月１・２日に開催される「第２回和紙サミット」

に向けて、まずはＧＷの５月３日に伝統工芸会

館で行われる　工芸の里まつり”の中で、和紙

の風鈴づくり体験を予定しています。ご来場の

皆さんにご協力いただき、つくった風鈴はサミッ

トの会場等で展示します。ぜひ、お越しください。




